





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅱ 画策定当局 策定から立案にいたる政府手続きの 定、異なる制度レベル・多様な主体間のめの予算措置
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イタリアにおける生涯学習支援者像の形成１７５
４‐３生涯学習支援者の学習論的分析
ISFＯＬ（｢労働者職業訓練発展機構」IstitutoperloSviluppodellaFor‐
mazioneProfessionaledeiLavoratori）は、雇用活性化と労働者の職業訓練計
画のための調査・研究・政策立案をおこなう労働社会政策省の外郭研究機関で
あるus)。ISFＯＬは、雇用政策に関する政府と社会的パートナー（事業所連合、
労働組合）との合意形成においても、国と州の制度間調整においても研究調査
にもとづく問題提起をおこない、雇用訓練政策に理論的な裏付けを与える重要
な役割を果たしている。生涯学習・継続成人教育、職業訓練、企業内教育の三
つの異なる世界はISFOLの研究蓄積によって概念的に統合がはかられていった
といっても過言ではないであろう。
ISFOLが2001年に発刊した『生涯学習の実践から理論への認知論的研究｣(19）
では、雇用政策・職業訓練の政策的検討からふみだして、生涯学習論、教育学、
経営学、組織心理学の学際分野にわたる理論的検討をおこなった組織的研究で
あり、「生涯学習」の新たな概念構築をふまえて生涯学習支援者についても掘
り下げた考察をおこなっている。
本書によれば、すでに1989年のイタリア生涯学習事業者協会（AIF）の大会
で、ノールズのアンドラゴジー概念にもとづいて、生涯学習支援者の目的は
｢学習活動を促進すること」であり、生涯学習支援者とは「諸組織で働く成人
学習の専門家である」と定義されている。そして先述のＢＤＡ（必要性の分析
→専門分野の講師→教室の講座bisogni-docenti-aula）からの脱却は、生涯学
習支援者の集団内部から提起された課題であったことが指摘されている。
｢BDAによる生涯学習は、質の高いものであるかもしれないが、量的な必要性
に対して構造的あるいはコストや柔軟性、人的要素の面で限界があり｣、①き
わめて幅広い人々に開かれた機会とするために、②継続的な学習を推進するた
めに、③あらゆるタイプのあらゆる領域の学習の必要性に応えるために、④担
い手や活用しうる資源や方法を拡大するために、⑤生涯学習の方法を柔軟にす
るために、⑥生涯学習と長時間労働という距離関係を縮めるために、ＢＤＡのみ
に依存することの限界を克服することが求められたのであると述べている(20)。
ISFOLは、学習支援者たちが提起する課題、とりわけ、職業訓練と企業内教
育がなぜこうも分断されているのか、という問いかけに応えるべく、生涯学習
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の領域分断的な実態を統合する理論的な研究を重ねてきた。ＩＴ教育や知識社
会への移行を視野に入れた生涯学習の展開として次のような点に注目する必要
`性が指摘された(21)。
①遠隔教育の重要`性
②伝統的なＢＤＡに比べて、コーチング、チューターリング、メンタリン
グなどの新しい方法を導入した参加型グループ学習が労働の場でより大
きな効果をあげていること
③労働の場面にナレッジ・マネジメントによる特定の手段・システムの活
用の成果が導入されていること
④ラーニング・オーガニゼーションの方向付けと概念構築
⑤学習者が招かれるのではなく、みずからアクセスするラーニングセン
ターに学習資源を集中することにより、学習者自身による自己主導的学
習が支援される
⑥あらゆるタイプ、分野のスペシャリストがそれぞれの分野の学習支援者
として強く求められていること
⑦目的的な生涯学習、あるいは生涯学習も目的にあわせもつ事業をふくめ
たイントラネットシステムの構築
このような生涯学習の拡大への注目をつうじて、ISFOLでは生涯学習支援者
を次のように定義した。
「新しい次元で活動する新しいタイプの生涯学習支援者とは、学習活動のた
めに、企業や労働界、社会、そして世界に分散している既存の資源を探求し、
識別し、入手し、アクセスできるようにする役割を果たし、学習活動を促進す
る人」である。「生涯学習支援者は、組織的、意図的、明示的、自覚的に学習
過程に従事する」という点で、生涯学習のなかでも目的的な活動をおこなう。
しかし生涯学習は、「事実としての」生涯学習や「意図的ではあるが教育とは
みなされない文脈的な」生涯学習を含む広義のシステムであり、「生涯学習」
(fOrmazione）と「生涯学習支援者」（fOrmatori）は概念的に区別されなけれ
ばならない。生涯学習支援者は、「活用可能な資源をつうじて相乗作用を生み
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出すために、生涯学習のマクロシステムに留意することが必要である」(22)。
このような生涯学習のとらえ方をふまえたうえで、単に教室タイプではない
フィールド、自学自習、遠隔教育、ラーニングセンターなどの学習場面で学習
の促進をおこなう仕事の専門性を分析して、以下の９つの生涯学習支援者のプ
ロフィルを浮き彫りにしている。
①
②
③
④
 
講師（docente）
マネージャー（manager）
企画立案者（progettista）
学習過程の支援者（formatoreprocessista）（チューター、オリエン
テーター、領域ごとのチューター、遠隔教育のチューター）
探索者（reperitore）（資料や方法を見つける人）
教育工学分野の専門家（strumentistatecnologo）
広報・伝達者（comunicatore）
教材・プログラムの提供者（fOrnitore）
OntheJobの支援者（fOrmatoreonthejob）（トレーナー、研修指導者、
コーチ、メンター、チューター、業務分野の講師）
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
 
ISFOLの生涯学習支援者像は、先にあげたトスカーナ州の生涯学習支援者に
みられた政策担当者や計画者はあげられていない。しかし、学習支援の機能の
精査をつうじて、現状では業界ごとに散在している生涯学習支援者を統合し、
共通項をもつ新しい生涯学習支援者像のとらえ方を打ち出している点に研究の
発展的な蓄積が示される。ISFOLではさらに、生涯学習研究の要にすえている
コンピテンス概念を用いて、生涯学習支援者の専門性とは「コンピテンスを形
成するコンピテンスである」と表現し、生涯学習の分野での支援者養成のあり
方、その社会的認知の基準をめぐる課題を提起している。
むすび
以上、社会的文脈からのマクロなアプローチによって浮き彫りにされている
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生涯学習支援者のとらえ方について、州の統合的生涯学習政策の観点からの研
究、ISFOLの職業訓練と生涯学習の統合的な研究の動向をみてきた。他にも、
地域社会の社会教育的な活動や非営利団体の教育活動に限定した専門職員論や
大学における養成論などがある。また経営学の領域では、コンピテンスモデル
に即して、「なすことをつうじて学ぶ」生涯学習のプロセスを認知心理学的に
解明する人材養成論の蓄積がある(23)。1980年代以降、「問題解決能力」を認知
心理学的に究明してきた人材養成論から「批判的思考能力」論や「横断的コン
ピテンス」論が提起され、成人教育学と生涯学習論の学際的交流が深められて
いるのである。
「学習とは、コンピテンスの獲得の過程であり、生涯にわたって学習すると
いうコンピテンスを習得すること（学習するというコンピテンスの形成)」が
学習支援の目標(灘)と措定されるとき、労働の場における学習と社会における
学習のプロセスは連続的なものとして理解されうる。
イタリアでは長年、公的な成人教育体制は不十分であったが、1990年代以降、
｢生涯学習の再興」とともに、生涯学習支援者論が新たな展開をみていること
がうかがわれる。今後さらに、生涯学習概念自体のイタリア的展開の過程に即
して、生涯学習支援論を学習論とのかかわりで掘り下げていく必要がある。
[注］
（１）佐藤一子「イタリアにおける「統合的生涯学習』政策の展開」東京大学大
学院教育学研究科生涯学習基盤経営講座社会教育学研究室編・刊『生涯学
習・社会教育研究』第31号、2007年３月、参照。
(2)三輪建二「成人の学習」日本社会教育学会編「成人の学習」（日本の社会
教育第48集）東洋館出版社、2004年、ppl2-l3．
(3)堀薫夫「アンドラゴジーと人的能力開発論」同上、ｐ27.
(4)同上、ｐ31,注35),ｐ28.
(5)1980年代以降のEU社会政策は、1970年代の北欧型福祉国家（平等な再配
分）の追求から、労働・雇用に重点をおくワーク・ウエルフェア型福祉に
変化している。深刻な失業問題に直面している南欧諸国では、雇用改善が
最重要課題となっている。積極的社会政策（activesocialpolicy）とは、
雇用改善、労働力人口比率の拡大、労働市場から排除されている人々のア
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クセスの保障、労働力の質的向上をめざす人材養成などの積極的労働政策
を柱とした社会政策であり、南欧・中欧諸国において特に重点的に導入さ
れている。
MaraTognettiBordogna,Ｌｊ"eα〃e"ｒｊｄｊＰＭ"caSbcja化,〃α"coAngeli，
1998,pp29-31． 
(6)fOrmazioneは、英語のlifelonglearningのイタリア語にあたる用語とし
て一般に定着している。しかし成人教育研究では、「生涯教育
（educazionepermanente)」「生涯学習（apprendimentodeltuttol，arco
dellavita)」が用いられることも多く、fOrmazioneが従来の成人教育概念
とどのような異なる意味合いをこめて用いられるようになったのかという
こと自体、今後の検討課題である。上記、注（１）拙稿p39参照。
(7)Legge8novembrel99Ln381DisciplinadeUecooperativesociale． 
(8)Leggellagosto1991,,.266Legge-quadrosulvolontariato． 
(9)Legge7dicembre2000,n383DisciplinadeUeassociazionidipromozione 
sociale． 
(10）OrdinanzaMinisteriale291ugliol997,,4551struzionedeicentri 
territorialipermanenti． 
(11）Legge21dicembrel978,n845Legge-quadroinmateriadifOrmazione 
professionale． 
(12）イタリア生涯学習事業者協会（AssociazioneItalianaFormatori）の公式
ホームベージより。
http://www・aifOnlinejt/2007/8/27．
(１３）佐藤一子「イタリアにおける成人継続教育・職業訓練の体系化と就労支
援」科学研究費補助金基盤研究（B）（研究代表者・佐藤一子）「成人継
続教育におけるキャリア形成と地域支援システムの構築に関する総合的
研究」（研究成果報告書）2007年３月、参照。二つの教育改革について
は、DarioMissaglia,SergioZoppi，GiannaGilardi,Ｌα/brmazJo"ｅ
〃egmm,肋"coAngeli,2001参照。
(１４）RegioneToscana,Ｇ/jQpemrMejﾉzmgﾉｶＭｾﾉﾉα/bmmzjo"e,２００１ 
(15）仏Ｍ,ｐ､25．
(16）ノZ)ｊｄ,ｐ59．
(17）ISFOL,Ｄα/ｍｐｌｚＪｒｊｃａａﾉAJにorjaPeMz/blmazjo"ｅ：〃"Ｐｅ1℃olFMi'jce1℃α
ｅｐＭｍｏﾉQgjcqFrancoAngeli,2000,ｐｐ､144145. 
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(１８） ISFOLは、ＥＵの雇用戦略を国内に導入し、またイタリアのデータを国
際機関に提出するうえでもオーソライズされた機関である。職業訓練基
本法にもとづく職業訓練政策（formazioneprofessionale）の概念が、
ＥＵの戦略・目標にしたがって生涯学習（lifelong-learning=fOrmazione）
へと拡張されて理解されていくうえで、ISFOLが刊行してきたおびただ
しい研究報告書が与えた影響はきわめて大きい。成人教育界で生涯教育
(educazionepermanente）や生涯学習（apprendimentodeltuttol，arco
dellavita）という用語が通用していたが、ISFOLが研究調査のナショナ
ルセンターとして、全国的に専門研究者を結集して、lifelong-learningの
イタリア語としてfOrmazioneの語を定着させていった役割は大きい。
注(17)参照。
ルノCf,ＩＳＦＯＬｐｐ・'40-143．
肋jdL,ｐｐ・l44-145
Ibid,ppl48-149 
AdalsiaBattistelli,VincenzoMajer,CarloOdoardi,StZpe”ん花,aFse"，
F》mzcoAngeli,1992．
仏ｉｆ,ｐ266.
(19） 
(20） 
(21） 
(22） 
(23） 
(24） 
付記：本稿は、平成19年度第54回日本社会教育学会における自由研究発表を
もとにしている。本稿の執筆のための資料収集に際して、法政大学キャ
リアデザイン学部科研費連動研究助成金の助成を受けた。記して謝意を
表する。
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